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【通信市場の動向及び端末市場の動向】



2ブランド戦略

お客さまの多様なニーズに応えるためマルチブランドを展開



3料金①

LINEMOブランドで「ミニプラン」を提供開始



4料金②

Y!mobileブランドで「データくりこし」「データ増量OP追加特典」を提供開始



5その他取り組み

お客さまの利便性向上に向けた各種取り組みを実施

各種手数料撤廃
（MNP/ブランド間/Web）

SIMロック撤廃 eSIM対応 メールアドレス

持ち運び

2021年3月～ 2021年5月～ 2021年7月～ 2021年12月～



65Gサービス①

人口カバー率

90%達成
全国展開
（47都道府県）

2022年春

サービス開始

既存周波数

5G化開始

5G4G

スタンドアローン
開始

5Gコアネットワーク

5G基地局

2021年10月2021年3月2021年2月2020年3月

達成✓ 達成✓ 達成✓ 達成✓



75Gサービス②

5G時代ならではのサービスを展開

臨場感あふれる視聴体験を実現
するコンテンツ配信サービス



8中古端末

中古端末「SoftBank Certified」の提供を開始（2022年1月）

端末単体での購入も可



9端末販売

通信・端末分離の下、端末代金を大幅に割り引くことについて

• 端末割引はルール範囲内で実施

• 端末ビジネスで収支が成り立つよう設計

• 転売目的の端末購入への対策も適宜検討

【ヒアリング事項】
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【事業法第27条の3の執行の状況】



11事業法の運用

取り組み例

⚫ サービス企画部門・営業部門と渉外部門間での確認フローを整備

⚫ 代理店に対する端末購入補助額の通知

⚫ 販売時システム上のアラートの仕組み構築

⚫ 代理店クルーへのテスト/研修の定期的な実施 etc…

代理店通知書

機種
A

機種
B

機種
C

事業者
割引額

○○
円

◇◇
円

△△
円

残割引
可能額

●●
円

◆◆
円

▲▲
円

【WARNING】
割引額が2万円
超えています

電気通信事業法（上限2万円規制等）遵守のため
様々な対策を実施



12端末購入プログラム①

端末購入プログラム（回線契約不問）の周知に関する
取り組みも継続・徹底

代理店対応

• 代理店/スタッフへの周知
• トレーニングの実施
• 手数料/代理店評価の改定
• 独自覆面調査の実施
• 店頭ツール写真報告

顧客周知
• 各種店頭ツールでの案内
• Webサイト、Myページ、重要事項説明、
カタログ、DM/メール等での案内

その他対応
• ITジャーナリスト/メディアへのメール配信
• 国民生活センターへの説明・メール配信

2021年上期以降、
取り組み強化・追加（青字）
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端末購入プログラムに関する取り組み例

【代理店/スタッフへの通知】

端末購入プログラム②

【トレーニング】

【店頭ツール】
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【Webサイト】

端末購入プログラム③

【店頭/Web動画】

【Myページ】

「トクするサポート/トクするサポート+/新トクするサ
ポート」は回線契約がなくても、特典利用条件を満たせ
ば特典利用可能です。

【重要事項説明】

【DM/メール等】
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【総合カタログ】

端末購入プログラム④

関係各位

2022年1月11日、下記の報道発表を行いました。

■“ソフトバンク”、多彩な機能を搭載した法人向け5Gスマホ「AQUOS wish」を1月14日に発売

https://www.softbank.jp/corp/news/press/sbkk/2022/20220111_02/?sbpr=info

※機種代金の支払いがお得になるプログラム「新トクするサポート」は、対象機種を購入する場合、回
線契約の有無を問わず利用できます。また、購入時に回線を契約されていたお客さまが契約を解除さ
れた後も、「新トクするサポート」の特典を受けられます。

□□.................................................................................................................□□
■■■端末単体販売に関わる弊社の取り組みについて■■■
・弊社端末購入サポートプログラム（「新トクするサポート」）については、
回線契約が条件ではなく端末購入のみで加入が可能です。
・また、回線契約者がプログラム利用中に回線解約した場合であっても、解約後も特典利用可能です。
・弊社では、お客様に対して上記内容を正確にご理解いただくため、以下のような取り組みを継続的に
行っていきます。
－HP、店頭POP、店頭ポスター等において用いる端末購入サポートプログラムのロゴの近くに回線契約
を結んでいなくても
端末購入サポートプログラムが利用可能であることを分かりやすく表示
－重要事項説明、端末購入サポートプログラム利用者向けメール・DM、Myページ等で、回線契約解
約後も特典を受けられる旨を周知
－販売代理店/スタッフへの周知・指導の徹底 等
□□.................................................................................................................□□

【ITジャーナリスト/メディアへのメール配信】

【国民生活センターへのメール配信】



16端末購入プログラム⑤

回線セット販売と端末単体販売の差異を解消

端末単体への端末補償サービス
（2021年7月～）

オンラインでの端末単体販売
（2022年3月～）



17既往解約

解除料9,500円のプラン加入者数 端末・回線非分離型の割引

回線継続条件の
端末割引

（半額サポート）

端末購入条件の
通信料割引
（月月割）

回線解約後も利用可能に
（2022年3月～）

2023年9月末までに終了

契約解除料撤廃により大半の既往契約は解消

期限より大幅に先行



18その他課題①（通信方式変更のための特例規定）

端末
無償提供可

端末
無償提供不可

3G

専用プラン

3G端末 4G端末

3G/4G

共通プラン

3G端末利用者であっても加入プランによっては特例適用不可

⇨消費者保護観点から公平に適用されるべきでは

3G端末 4G端末



19その他課題②（継続利用割引の規定）

1ヶ月分の料金/年割引上限

目的 過大な割引は利用者の事業者選択を抑制 ⇨上限

Nヶ月後

回線契約

「この先Nヶ月継続すれば割引がもらえるから、
携帯会社を移るのは止めよう」

規制対象 過度な適用

将来の特典を提示

⇨契約の継続を促すため規制対象 （上限あり）

回線契約 (受付停止プラン)
施策

結果的に回線契約を継続していた
ユーザーを対象にする施策も規律対象

将来の特典を提示していない

⇨契約継続を促していないケースは規制対象外に

3G契約 4G移行策

【具体例】 3G巻き取り施策も規律の対象 ⇨顧客特典が制約

割引
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【携帯電話端末の対応周波数の制限】



21携帯電話端末の対応周波数①
ヒアリング事項 回答

対応周波数の決定

端末メーカーから端末を調達する際、どのような手順や協議を経て対
応周波数を決めていくのか。自社として必要と考え、実装を求める周
波数帯（必須バンド）に加えて、必須とまで言えないが望ましい周
波数帯（推奨バンド） などを示すのか。あるいは、端末メーカーから
提案を受けるのか。また、具体的に発注する際の必須バンド・推奨
バンド（あれば）について実際にどうなっているか。

端末を調達・発注する際、端末メーカーに対応を依頼した周波数以
外に当該端末メーカーがどの周波数に対応 するかについて、当該端
末メーカーの判断に委ねていると理解して良いか。

はい。弊社が依頼する弊社に割り当てられた周波数以外への対応に
関してはメーカーが判断しています。

上記理解が正しい場合、端末メーカーが納入する端末について、他
社（のみ）に割り当てられた周波数にも対応するものを製造すること
について、特に問題ないと考えているか。仮に問題があるとすればどの
ようなものか。

端末メーカーの方針次第と考えます。
納入コスト上昇の懸念はあります。

構成員限り



22携帯電話端末の対応周波数②
ヒアリング事項 回答

対応周波数の差に
よる利用者目線の
メリット・デメリット

他社の周波数にも広く対応した端末と、自社の周波数を中心に対応
した端末（他社の周波数には十分に対応し ていない端末）につい
て、利用者目線から見たメリット・デメリット（乗換えのしやすさ、通
信性能、コスト等）はどの ように考えているか。

メリット：
端末を変えずにキャリアを乗り換えたい方にとっては、乗り換え先での
利用可能エリア・通信品質に対する懸念の一部が解消されることに
なると考えます。

デメリット：
端末販売価格の上昇の影響が懸念され、お客さまが低価格の端末
を選択する機会を奪ってしまうことにつながり、お客さま不利益が生じ
る懸念があります。

利用者への
情報提供

端末の販売に当たり、利用者が事業者を乗り換え、他社回線を用い
たサービスを利用しようとしても、通信に一定の制限等がかかる可能
性があることについて、これまで利用者にどのような情報の提供を行っ
ているか。（販売時の個別説明からHP等での周知まで、網羅的にご
回答下さい）

弊社Webサイトで機種別の対応周波数一覧も公開の上、注意喚
起を実施しています。
加えて、一部の端末では対応周波数や他社回線では動作保証を
行っていないこともWebサイトに掲載し、お客さまにお伝えしています。
https://www.softbank.jp/mobile/support/usim/unlock_pr
ocedure/

https://cdn.softbank.jp/mobile/set/common/pdf/produc

ts/xperia5m3/spectrum.pdf

他社が販売した端末を用いて自社に乗り換えようとする利用者に対
して、特に周波数の対応の有無による影響について、どのような情報
の提供を行っているか（同上）。

上記と同じく弊社Webサイトで注意喚起を実施しています。
（音声通話・TVコール、SMS、S!メール、パケット通信などの通信や
付加機能などソフトバンクのすべてのサービスについて動作保証はで
きない等）
https://www.softbank.jp/mobile/support/usim/portout pr

ocedure/



23ソフトバンク販売端末を他社回線で利用する場合の案内①

【Webサイト】



24ソフトバンク販売端末を他社回線で利用する場合の案内②

【Webサイト】



25ソフトバンク販売端末を他社回線で利用する場合の案内③

【店頭での説明（帳票）】



26他社販売端末をソフトバンク回線で利用する場合の案内①

【Webサイト】



27他社販売端末をソフトバンク回線で利用する場合の案内②

【店頭での説明（帳票）】



28携帯電話端末の対応周波数③
ヒアリング事項 回答

具体的な方策

総務省消費者センターに寄せられた意見を踏まえて、どのような改善
策が考えられるか。

「利用者への情報提供」の項目で回答の通り、お客さまへ継続的に
周知を実施し、必要に応じて周知強化等を検討していきます。

携帯電話端末について、例えばプラチナバンドなど、キャリア全社の
主要な周波数帯に対応することがルール化 又は業界標準化されるこ
とについて、メリット・デメリットを含め、どのように考えるか。

「対応周波数の差による利用者目線のメリット・デメリット」の項目で
の回答の通り、端末販売価格上昇の影響が懸念され、お客さまが
低価格の端末を選択する機会を奪ってしまうことにつながる懸念があ
ることから、状況に鑑みれば、ルール化を行うことは適切ではないと考
えます。
加えて、以下のような懸念があると考えられるため、端末メーカー殿
に影響をご確認いただければと存じます。

【懸念点】
■ 技術的側面からの実現性
■ 対応周波数を義務的に増やすことによる試験工数の増加影響
■ 「全MNOの主要周波数」の定義（新規周波数や他社の将来的
な周波数利用法も考慮する場合は、他社の将来的な周波数戦
略の把握や開示は困難と想定）

■ 仮に携帯電話事業者が販売する端末に対してのみルールが課せ
られた場合、携帯電話事業者が販売する端末と端末メーカーが
携帯電話事業者を経由せず販売する端末でルールが異なり、
ルールの不一致により不公平（携帯電話事業者が販売する端
末のみコスト高など）やお客さまの混乱が生じること



29最後に

弊社は今後もルール遵守を徹底し、お客さまに選ばれ満足いただけるよう、

サービスの改善やサポートの充実を図っていく所存です。

本会合においては、まずは通信市場全体が中長期的に目指すべき方向

を整理いただき、その上でどのような規律が必要であるかを議論いただく

ことで、日本の通信業界の発展と利用者の利益につながると考えます。
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【その他ご質問事項への回答】



31通信市場の動向

ヒアリング事項 回答

全体

報告書2021以降、新たに実施した料金・サービスの見直し（料金の

値下げ、新プランの開始、新たな割引メニューの開始、月間通信容

量の増加等）は、どのようなものがあるか。

本編でご説明している新たな料金・サービスの見直しも含め、次頁で
主な対応を記載します。

モバイル市場の現状についてどのように評価しているか。特に、報告

書2021以降のモバイル市場の環境変化についてどのように捉えてい

るか。

日本のモバイル市場の現状については、以前から高品質且つ多様な

サービスが提供されていた認識ですが、昨今の各社のサービス展開に

より、より一層サービスの多様化や低廉化が進展していると考えます。

2022年1月24日にICT総研が公表した「2022年1月 スマートフォン

料金と通信品質の海外比較に関する調査」においても、諸外国と比

較して高品質低価格のサービスが提供されているとの調査結果です。

①日本のスマートフォン料金は、6ヵ国中最も安い水準

②日本の4G接続率は99.4％で、6ヵ国中最も高い

③品質を加味した料金比較では高品質且つ最安の料金水準

小売り料金の在り方等については、本来的には競争環境に委ねるこ

とを基本とした上で、今後の検証については上記状況も踏まえながら、

これまで以上に、丁寧且つ透明・中立な議論を展開していただく必要

があると考えます。



32主な対応一覧
2021年3月 その他 SoftBank/Y!mobile/LINEMO 各種手数料撤廃（MNP転出手数料/ブランド間契約解除料・事務手数料/Web事務手数料）

2021年5月 その他 SoftBank/Y!mobile SIMロック解除の全撤廃

2021年6月 料金 SoftBank 「スマホデビュープラン」のデータ容量を増量（1GB→3GB）

2021年6月 CP（割引） SoftBank 「U22おトクキャンペーン」開始（16歳から22歳は純新規契約可能）

2021年7月 その他
SoftBank（Y!mobileはすでに対応
済み）

スマートフォンへのeSIM対応

2021年7月 その他 Softbank 「あんしん保証パックサービス」の加入対象の変更（回線付帯→端末付帯）

2021年7月 料金 LINEMO 「ミニプラン」提供開始（3GB：月額900円税込）

2021年8月 料金 Y!mobile 「シンプルS／M／L」データ容量翌月にくりこし、「データ増量OP追加特典」提供開始

2021年8月
（2021年12月）

料金 SoftBank
「データ通信専用3GBプラン」提供開始
（「時間制ギガ無制限オプション」の提供開始（上記3GBプラン加入者向け））

2021年8月 その他 SoftBank/Y!mobile/LINEMO ブランド間ののりかえ時の事務手続きを簡素化、自動的にSIMロック解除

2021年10月 その他 SoftBank 新トクするサポート（旧トクするサポート＋）条件変更（端末再購入条件廃止）

2021年11月 CP（割引） SoftBank

「U30スマホおトク割」提供開始
（端末値引き▲10,080円税込）

「データ増量特典（スマホデビュー）」提供開始
（＋2GBデータ増量×1年）

2021年11月 CP（割引） Y!mobile 「ワイモバ親子割」提供開始（シンプルM/L▲1,100円税込×1年）

2021年12月 その他 SoftBank/Y!mobile 「メールアドレス持ち運び」提供開始

2022年1月 その他 Y!mobile 「持込端末保証 with AppleCare Services」提供開始

2022年2月 CP（割引） SoftBank 「メリハリ無制限」の加入者に「YouTube Premium™」を6カ月間無料提供

2022年2月 その他 SoftBank/Y!mobile 旧プラン契約解除料免除

2022年3月 その他 SoftBank 半額サポート条件変更（解約後特典利用可能に）

2022年3月 その他 SoftBank/Y!mobile SIMロック解除の受付終日化



33

ヒアリング事項 回答

音声通話料金

報告書2021以降、音声通話料金にいて、どのような見直し（従量

制料金や定額プラン、割引メニュー等）を行ったか。それに対する利

用者の反応はどのようなものか。

定額、準定額の導入等、料金の見直しを適宜行っており、音声料金
に関するお客さまの実質的なお支払い金額も減少している傾向にあ
ります。
また、LINE等の無料通話アプリをはじめ、お客さまの音声利用の選
択肢も広がっているものと考えます。
なお、MVNO殿に提供する通話サービスについても、接続メニューの
導入や音声卸料金の値下げ（以下参照）を実施しており、モバイル
通信市場全体において、今後より競争が進むものと考えます。
今後もお客さまのニーズや市場環境等を総合的に勘案の上で料金
を設計し、継続的に見直しを図りながらお客さま利便の向上に努め
る考えです。

通信市場の動向

構成員限り

※2021年2月に音声接続メニュー（00XYプレフィックス自動付与）も受付開始
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ヒアリング事項 回答

全体

報告書2021以降の端末販売の状況（販売台数の推移、価格帯別
（低・中・高価格帯）販売台数の割合、チャネル（店舗、オンライ
ン）ごとの販売台数の割合）はどうなっているか。 報告書2021以降（2021年9月以降）以下の通り、販売台数及び

価格帯別販売台数の割合に目立った変化はありません。

また、オンラインの割合についても、目立った変化はありません。端末市場の現状についてどのように評価しているか。特に、報告書
2021以降の端末市場の環境変化についてどのように捉えているか。

構成員限り
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ヒアリング事項 回答

最新端末の
安値販売

最新端末の安値販売が広く行われているという指摘があるが、
iPhone13の販売台数と販売収入（あるいは1台当たりの平均割引
額）を、例えば月別あるいは四半期別等で示してください。

経営情報のため開示は控えさせていただきます。

5G
報告書2021以降の5G対応端末の取扱い・販売状況はどのような
ものか。特にミリ波対応端末についてはどうか。

5G対応端末（スマートフォン）は2022年3月末時点で39機種の取
扱いがあり、そのうちミリ波対応端末は3機種です。

端末市場の動向
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ヒアリング事項 回答

その他 規律に関して課題と考えていることはあるか。

本編でご説明している内容の他、事業法第27条の3等の運用に関
するガイドラインについては、当該ガイドラインが複雑化しており、改め
て統一的な解釈醸成までのプロセスやガイドライン改正・周知のス
キーム等の運用の整理が必要であると考えます。

また、自由化されている電気通信市場は、本来電気通信サービスの
多様性や事業者の創意工夫により発展していくべきと考えます。
しかしながら、規律が複雑化していることで必要以上にサービスの検
討を萎縮させてしまうといったマイナスの影響があることから、将来的
には規律をシンプルにしていく必要があると考えます。

事業法第27条の3の執行の状況
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